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茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
）
の

お
子
様
に
、
新
入
学
時
の
祝
品
（
学
用
品
）

を
贈
呈
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
３
月
　
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

16

新
入
学
児
童
祝
会
に
て
、
入
学
祝
品
と
祝
金

を
贈
呈
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
お
子
様
の
保
護
者
の
方
で
、
入

学
祝
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
先
窓
口

に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
電
話
で
の
申
込

み
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
）。

▼
申
込
先

　
茨
城
町
社
会
福
祉
協
議
会（
茨
城
町
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー「
ゆ
う
ゆ
う
館
」内
）

▼
申
込
期
間
　
　
月
　
日
（
金
）
ま
で

12

20

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

30

15

※
土
・
日
を
除
く
。

▼
持
参
す
る
も
の
　
朱
肉
を
使
う
印
鑑

【
入
学
祝
品
に
関
す
る
問
合
せ
先
】
　
　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
２
９
（
２
２
１
）
７
５
０
５

【
新
入
学
児
童
祝
会
・
祝
金
に
関
す
る
問
合
せ
先
】

茨
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
７
１
４
１

　
厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
全
国

で
ひ
き
こ
も
り
の
問
題
を
抱
え
る
方
の
う
ち
、

２
％
し
か
相
談
に
う
つ
れ
る
方
は
い
ま
せ
ん
。

ひ
き
こ
も
り
の
相
談
は
、
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
問
題
で
す
。
あ
な
た
も
そ
の
２
％
に
入

り
ま
せ
ん
か
。

　
茨
城
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
（
水
）

12

11

　
　
　
　
午
後
１
時
、
２
時
、
３
時

　
　
　
　
※
相
談
　
１
件
　
分
50

▼
場
所
　
茨
城
町
役
場
　
第
５
会
議
室（
２
階
）

▼
対
象
　
茨
城
県
内
在
住
の
ひ
き
こ
も
り
問

題
で
お
困
り
の
ご
本
人
や
ご
家
族

▼
費
用
　
無
料

▼
相
談
員
　
茨
城
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法
　
　
月
７
日（
土
）ま
で
に
、
左

12

記
の
電
話
か
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

茨
城
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
６
（
４
８
）
６
６
３
１

メ
ー
ル
　info@

ibahiki.org

（
火
～
土
曜
、
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

　
統
合
失
調
症
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
病

気
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
い
い
の
か
、

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
悩
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
統
合
失
調
症
の
基
礎
的
な
知
識
や
支
援
を

し
て
い
る
関
係
機
関
の
方
の
お
話
を
聞
き
、

こ
の
機
会
に
、
統
合
失
調
症
に
つ
い
て
、
理
解

を
深
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
（
木
）

12

12

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
（
受
付
：
午
後
０
時
　
分
～
）

30

▼
場
所
　
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
　
３
階
　

大
会
議
室
（
水
戸
市
笠
原
町
９
９
３－

２
）

▼
対
象
　
統
合
失
調
症
の
当
事
者
と
そ
の
家

族
及
び
支
援
者
（
定
員
　
人
）

60

▼
参
加
費
　
無
料

▼
内
容
　
第
１
部
　
講
話
「
統
合
失
調
症
を

学
ぶ
」－

そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

－

、

第
２
部
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
精
神
障
害
者
が

い
き
い
き
と
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
」、
第
３

部
　
個
別
相
談
会

▼
申
込
方
法

　
参
加
希
望
の
方
は
、
　
月
 

11

　
日（
金
）ま
で
に
、
電
話
ま

29た
は
下
記
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

茨
城
県
中
央
保
健
所
　
保
健
指
導
課

☎
０
２
９
（
２
４
１
）
０
５
７
１

　
標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
に
資
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て
営
業

す
る
こ
と
を
登
録
し
た
、「
理
容
店
」、「
美

容
店
」、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」、
「
め
ん
類
飲

食
店
」、「
一
般
飲
食
店
」で
は
、
店
頭
に
Ｓ

マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・
衛
生
を
約
束

す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。
詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

（
公
財
）茨
城
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
６
６
０
３

　
茨
城
郷
土
部
隊
史
料
保
存
会
で
は
、
戦
争

に
関
す
る
貴
重
な
史
料
の
収
集
・
保
存
や
展

示
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
後
世
に
継
承
し
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
旧
陸
海
軍
に
関
す
る
遺
品
や
写
真
な
ど
の

史
料
を
お
持
ち
の
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
郷
土
部
隊
史
料
保
存
会（
担
当
：
大
高
）

☎
０
２
９（
２
５
４
）３
５
２
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

令
和
７
年
度
小
学
校
新
入
学
児
童
に
対
す
る
入
学

祝
品
の
贈
呈
に
つ
い
て
（
ひ
と
り
親
家
庭
対
象
）

「
精
神
保
健
福
祉
家
族
教
室
」

－

学
ぼ
う
、
話
そ
う
、
統
合
失
調
症
の
こ
と－

の
お
知
ら
せ

『
標
準
営
業
約
款
制
度
〈
Ｓ
マ
ー
ク
〉』
を

ご
存
じ
で
す
か
！

旧
陸
海
軍
の
史
料
収
集
の
お
知
ら
せ

ひ
き
こ
も
り
相
談
の
ご
案
内
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員
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印
印
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印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

　重要文化財《エロシェンコ氏の像》（12月22日～28日は写真パネルでの展示）をはじめ、大正期
に活躍した洋画家・中村彝の代表作約120点が会する大回顧展。影響を受けたルノワールの作品や、
パトロンとの交流を伝える関連資料なども多数展示し、彝が西洋絵画の何に学び、自己の芸術を築い
たか、明らかにします。

▶開催時期 11月10日（日）～令和７年１月13日（月・祝）
▶休　館　日 月曜日及び年末年始（12月29日～令和７年１月１日）
 ※ただし令和７年１月13日（月・祝）は開館。
▶開館時間 午前９時30分～午後５時
 （入場は午後４時30分まで）
▶入　館　料 一般1,360円（1,240円）、満70歳以上680円（620円）、
 高校生1,130円（980円）、小・中学生550円（420円）
　　　　　　　※（　）内は20名以上の団体料金
 ※障害者手帳・指定難病特定医療費受給者証等をご持参の
 　方は無料
 ※冬休み期間を除く土曜日は高校生以下無料
 ※彝の命日の12月24日（火）は満70歳以上の方は無料

《エロシェンコ氏の像》 1920（大正9）年 
油彩、キャンバス　東京国立近代美術館蔵
（12/22～28はパネル展示）

【問合せ先】　茨城県近代美術館（水戸市千波町東久保６６６－1）
☎　029－243－5111　　　　　　 

企画展　
「没後100年  中村   彝  展―アトリエから世界へ」開催

なかむら つね

令和７年４月１日より

ＪＲ運賃 の 精神障害者割引制度 がはじまります
　令和７年４月１日より、JRグループにおいて、精神障害者保健福祉手帳所持者に対する料金割引が導入されま
す。割引を受けるためには、手帳に旅客鉄道株式会社等旅客運賃減額の区分（以下「減額区分」）が記載されて
いる手帳を所持していることが必要となり、今後、茨城県が発行する手帳については、減額区分が記載されます。

【問合せ先】　社会福祉課　　☎　029－240－7112（直通）　　　　　　 

　減額区分の記載がない手帳をお持ちの方が、JRグループの運賃割引を受けるためには、既存の手帳に減額区
分を記載する手続きが必要です。手続きについては町社会福祉課において実施しますので、手帳を持参の上、
減額区分の記載についてお申し出ください。
　また、手帳に写真が貼付されていない場合はJRグループの運賃割引が受けられませんの
で、手帳（写真貼付有り）の再発行の手続きが必要です。再発行には、時間を要しますの
で、ご利用の２か月前までに申請してください。
　同様に、有効期限内の手帳がお手元にない場合もJRグループの運賃割引が受けられませ
んので、有効期限の末日の３か月前になりましたら、速やかに更新の申請をしてください。
　詳細は、JRグループのプレスリリース（右記二次元バーコード）をご確認ください。

精神障害者保健福祉手帳の等級旅客鉄道株式会社等旅客運賃減額の区分

１級第一種

２級及び３級第二種


